
実践例「卒業式練習」 

 

 

 

 

 

 
【題材・単元名】 
「支援籍学習修了書を受け取る」 
 
【対象学年】 
中学３年生 
 
【ねらい】 
・卒業式練習に参加し、一緒に学んだ友と一緒に卒業する意識を持つ。（川越特別支援学校生徒Ａ） 
・同年代の仲間がいることを感じるとともに、共に卒業を祝う気持ちを持つ。（支援籍校生徒） 
 

時間 活動内容 
目標 留意点 

○生徒Ａ ◎支援籍校生徒 ○本校 ◎支援籍校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登校後体育館に移動 
クラスの位置に着席 
 
①始めの挨拶 
 
 
②卒業式練習 
・授与 
・歌 
 
 
 
 
 
③振り返り 
 
 
 
④終わりの挨拶 
 

 
 
 
○挨拶する。 
 
 
○場の雰囲気を感じなが
ら、緊張感を持って参加す
る。 
○式の流れに合わせ、行動
する。 
○一人で証書を受け取る。 
 
 
○今までの感想とお礼を
伝える。 

◎困っている様子が
あれば場所を伝え、
声をかける。 
 
 
 
◎場の雰囲気を感じ
る。 
 
 
 
 

☆本校教員と見学保護
者は、保護者席から見
守る。 
 
 
 
◎授与の動きを個別で
一度確認する。 
◎必要に応じて、生徒
同士でタイミング等を
伝え合えるように促
す。 

 
【評価】 
・緊張感を持ち取り組むことができる。 
・立つ/挨拶するタイミングに合わせて、生徒Ａに声をかけることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【支援籍学習の目的】川越特別支援学校ガイドラインより 

○地域との関係を深めるとともに、在籍校（学級）以外の学校（学級）において学ぶことにより、 

「社会で自立できる自信と力」を育む。（川越特別支援学校） 

○同じ地域に住む障害のある児童生徒と学級の一員として学ぶことにより、「心のバリアフリー」を育む。

（支援籍校） 

【支援籍校教員から】 

・自然な形で迎え入れ、式典練習に臨むことができた。 

・戸惑う様子が見られた際には、さりげなく声かけや促しができていた。 

・３年間続けてきたことにより、子どもたち自身の中で、当たり前のこととしての空気が流れていたよう

に感じられた。 

・卒業という節目に、お互いが挨拶できたことはとても有意義なものになったと思います。 

・授業後、生徒Ａの周りに集まり、声をかける姿があった。友達として触れ合ってきたから生まれた場面。 


